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税務に対する基本的な考え方 

 

住友ゴムグループは、法令と社会規範を遵守・尊重し、広く地域・社会に貢献し、すべてのステー

クホルダーに期待され信頼されるグローバルな企業として、快適で魅力ある新しい生活価値を創

出し続け、持続的に企業価値を高めていくことを経営の基本方針としています。 

この方針の一環として、当社グループは、企業活動を通じて適正な納税の義務を果たし、地域

社会の発展に貢献します。事業を展開する各国の税法および国際的なルールを遵守し、さらには

それらの法の精神に則り、適時適正な納税を実施します。 

 

税務リスクの管理 

業務の適正を確保するために必要な体制の整備に関し、取締役会で決議し、適切に運用してい

ます。また、当社グループの事業活動に重大な影響を及ぼす恐れのあるリスクについては、リスク

管理規定に基づき、それぞれの担当部署および各子会社において事前にリスクを分析し、対応策

を検討しています。税務リスクに関しても適宜調査・確認を実施し、確実な内部統制を確保するこ

とで、リスクを最小限に抑えるよう努めています。これらのリスク分析・対応策の検討に当たって

は、必要に応じて顧問税理士等の専門家に助言・指導を求めます。 

 

税務プランニング 

また OECD ガイドラインと各国の関係法令に従い、経済的実態を 適切に反映した、税務プラ

ンニングに取り組んでいます。租税回避の手段としてタックスヘイブンを悪用せず、課税額の削減

のみを目 的とした取引は行いません。 

 

税務当局との関係 

当社グループは、ステークホルダーごとに果たすべき責任を意識し、自分たちに求められてい

ることは何かを把握するため、日常的なコミュニケーションを大切にしています。税務当局との関

係も同様で、適切かつ協力的な関係の構築に努めるとともに、情報開示等の透明性を高め、関連

法令および規定に従って適時に申告・納付を行います。 
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